
○地球規模の防災・環境保全／国際標準化

①科学技術外交への積極的な貢献

②地理空間情報の国際標準化

●地球地図第１版の活用と普及
●北海道洞爺湖サミットにあわせて地球地図フォーラム2008の開催
●地球地図国際運営委員会（ISCGM）の事務局として、地球地図プロジェクトの一層の
推進と地球地図第２版の整備
●アジア太平洋地域における地殻変動監視プロジェクトの推進

●地理空間情報に係るISO国際規格に基づく国内規格の策定
●国際VLBI事業（IVS）、国際地球回転・基準系事業（IERS）及び国際GNSS
事業（IGS）への積極的参画

測量・地図技術を活用した国際社会への貢献

地球地図国際運営委員会（ISCGM）
Jul 14, 2007 in Cambridge, United KingdomJul 14, 2007 in Cambridge, United Kingdom

アジア太平洋地域に設置された
GPS観測点の年間変動速度ベクトル

国際標準規格
（ISO19***シリーズ）

国内標準規格
（JISX71**シリーズ）

実用標準
地理情報標準プロファイル（JPGIS）

地理空間情報の標準化

地球自転軸方向

国際的な事業への参画
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国際VLBI事業
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・国際地球基準座標系（ITRF）の
決定に貢献
・地球の大きさを精密に測定

国際地球回転事業

IGSつくば局電子基準点

地球地図第１版試作版（土地被覆データ）
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